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②ＩＣＴ法面工（現場吹付法枠工）について

Ｑ１
特記仕様書でＩＣＴ法面工の記載があり、土工と現場吹付法枠工を合わせて発注をされ

た工事において、土工についてもＩＣＴ活用工事を実施する必要があるでしょうか。

Ａ１
ＩＣＴ土工の実施は必須ではありません。
ＩＣＴ活用工事の適用範囲及び実施については、受発注者間で協議をお願いします。

【参考】
ＩＣＴ活用工事（ＩＣＴ法面工）試行要領 第 6条 ＩＣＴ活用工事の実施手続



Ｑ２
ＩＣＴ法面工（現場吹付法枠工・植生工・吹付工）の３次元設計データ作成は「３次元

計測技術を用いた出来形管理要領（案）【令和３5年３月 国土交通省】の第９編 法面工
編 第３章 ３次元計測技術を用いた出来形管理に必要な実施事項」において、「現状、現
地合わせによる施工を行っている法枠工・植生工・吹付工の３次元設計データを作成する
ことが困難であるために、出来形計測時に用いる設計値は従来どおりとし、３次元設計デ
ータの作成は必須としない。」となっています。
ＩＣＴ法面工（現場吹付法枠工）、ＩＣＴ法面工（植生工）、ＩＣＴ法面工（吹付工）で

は、３次元設計データの作成を実施していなくても、ＩＣＴ活用工事として認められます
か。

Ａ２
認められます。
ＩＣＴ法面工（現場吹付法枠工）、ＩＣＴ法面工（植生工）、ＩＣＴ法面工（吹付工）を

施工する場合は、法枠工等の３次元設計データを作成することが困難であるため、３次元
設計データを作成しなくてもＩＣＴ活用工事として認められます。なお、現場吹付法枠
工・植生工・吹付工以外は、３次元設計データの作成が必要です。

【参考】
ＩＣＴ活用工事（ＩＣＴ法面工）試行要領 第２条 ＩＣＴ活用工事

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）【令和３５年３月 国土交通省】
第９編 法面工編 第３章 ３次元計測技術を用いた出来形管理に必要な実施事項

「現状、現地合わせによる施工を行っている法枠工・植生工・吹付工の３次元設計データ
を作成することが困難であるために、出来形計測時に用いる設計値は従来どおりとし、３
次元設計データの作成は必須としない。」



令和３年９月 7日

①ＩＣＴ法面工（現場吹付法枠工）の間接工事費の補正について

Ｑ１
ICT活用工事（ＩＣＴ法面工）試行要領（高知県版）の第２条 ＩＣＴ活用工事の④３次

元出来形管理の施工管理（２））出来形管理基準および規格値において「出来形管理基準お
よび規格値については、現行の基準および規格値を用いる。」とあるので、ＩＣＴ法面工で
は、ヒートマップの作成は必要ないと思われます。
現行の基準および規格値により出来形管理図表・完成図の作成を行った場合に共通仮

設・現場管理費の補正対象となるでしょうか。

Ａ１
ICT活用工事（ＩＣＴ法面工）試行要領（高知県版）の第５条 積算の１）～4)に規定す

る３次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来形管理を行った場合は、共通仮設・現場
管理費の補正対象となります。
ただし、ＴＳ等を用いた出来形管理を行った場合は、補正対象外です。
また、ＩＣＴ法面工のうち現場吹付法枠工は、３次元設計データの作成は必須ではあり

ません。

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）【令和３年３月 国土交通省】
第９編 法面工編 第３章 ３次元計測技術を用いた出来形管理に必要な実施事項

「現状、現地合わせによる施工を行っている法枠工の３次元設計データを作成することが
困難であるために、出来形計測時に用いる設計値は従来どおりとし、３次元設計データの
作成は必須としない。」

ICT活用工事（ＩＣＴ法面工）試行要領（高知県版）の第５条 積算

１）地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理
２）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理（現場吹付法枠工は除く）
３）空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理
４）上記１）～３）に類似する３次元計測技術を用いた出来形管理


